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送付されたら大切に保管を
「年金の振込通知書」
　金融機関などの口座振込で年金を受
け取っている受給者に、毎年６月に「振
込通知書」が日本年金機構から送付さ
れます。通知書には１年分の年金支払
額や支払（振込）予定日、年金から特別
徴収される介護保険料額などが記載さ
れています。扶養の認定を受ける場合
などに提出を求められることがありま
すので、大切に保管しましょう。
　内容に変更があった場合には、その
都度通知されます。郵便局の窓口で支
払いを受けている人には、支払い月ご
とに「送金通知書」が送付されます。
ねんきんダイヤル（☎0570-051165）

※一部の電話からは（☎03-6700-1165）
まで。

提出は期間内に！
児童手当の「現況届」
　児童手当は、父母などの所得状況な
どを確認し、支給が決定されます。現
在受給している人には「現況届」を郵送
しますので、引き続き受給する場合は、
期限内に提出してください。
　なお平成25年１月１日以降に転入
した人は、１月１日に住所のあった市
町村で発行される所得証明書が必要で
す。
受付期間／６月３日（月）〜30日（日）
時間／平日の午前８時30分〜午後６
時　※６月30日は閉庁日ですが、子
育て支援課で午前８時30分〜午後５
時まで、申請を受け付けています。

子育て支援課子育て支援班（☎
62-8012）

６月１日は「千葉県住宅用火災警
報器普及促進デー」
　消防法および旭市火災予防条例の改
正により、平成20年６月１日から全て
の住宅に、住宅用火災警報器の設置が
義務付けられています。まだ設置して
いない家庭は早めに設置しましょう。
　消防職員が、住宅用火災警報器の訪
問販売を行うことはありません。不適
切な訪問販売などに注意しましょう。
消防本部予防課（☎63-5356）

防火・安全の合言葉
全国統一防火標語・危険物安全週間標語
　本年度の全国統一防火標語が「消す
までは　心の警報　ＯＮのまま」に決
まりました。統一防火標語を合言葉に
火災ゼロを目指しましょう。
　また６月２日（日）〜８日（土）は危険
物安全週間です。標語は「あなたこそ
無事故を担う　司令塔」に決まりまし
た。無災害、無事故に努めましょう。
消防本部予防課（☎63-5356）

６月は「シートベルトとチャイル
ドシート着用推進強化月間」です
　シートベルトなどの非着用が、乗車
中の死亡の大きな要因となっていま
す。自分や家族の安全のため、全席で
シートベルトを着用し、またチャイル
ドシートも正しく着用しましょう。
市民生活課市民生活支援班（☎62-

5396）

受給資格証の更新は期間内に
「重度心身障害者医療費助成」
受付期間／６月３日（月）〜21日（金）
※土・日曜日を除く。
受付場所／社会福祉課
必要書類／社会福祉課から送付された
申請書、本人が加入している健康保険
証の写し、身体障害者手帳・療育手帳
または精神保健福祉手帳
〈各支所でも更新ができます〉
受付日／●海上支所：6月11日（火）　
●飯岡支所：６月12日（水）　●干潟
支所：６月13日（木）
時間／午前９時〜午後５時
社会福祉課障害福祉班（☎62-5351）

　この４年余り、毎日散歩を欠かさ
ず行っています。間もなく梅雨を迎
えますが、季節の中ではやはり５月
が一番爽やかな、心地よい季節だな
と感じています。歩きながら周りを
見ると、青葉や若葉の新緑が日一日
と色濃くなり、水田の青さと水面の
光とのコントラストが、素晴らしい
田園風景をつくってくれます。そし
て、顔を渡る風も柔らかく伝ってき
て、すがすがしい自然の美しさや優
しさを味わえます。そんな気分に浸
りながら、今日も一日が安全・安心
でありますようにと願い、散歩の締
めくくりに神社をお参りするという
日課を続けています。
　散歩は、日ごろの健康管理とウ
オーキングブームがきっかけで始め
ました。散歩は全身の筋肉をしっか
り使うため、関節や筋肉の強化が行
われ、心肺機能の向上などにも効果
があるそうです。これからも健康維
持のため、継続していきたいと思っ
ております。　　
　５月と言えば田植えの季節でもあ
りました。昔なら「猫の手も借りた

市長　明智忠直

新緑と五月模様
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い」といわれる農繁期。一家総出の
作業や早乙女のかすりのもんぺ姿な
ど、思い出すと本当に情緒もありま
した。私が小さいころによく歌われ
た田植えの歌にもある田園風景を懐
かしく、歩きながら思いを巡らして
おります。
　しかし、時代は本当に進化したん
だなと感じさせられます。この時期、
水田を見渡しても大型田植え機が２、
３台見られる程度。５〜７日間くら
いで全ての水田に苗が植え付けられ、
田植えの時期は終わります。農家同
士が互いに声を掛け合う機会も、人
だかりも少なくなった今、農業の中
では米作りが一番に省力化されたの
かなと、あらためて感じているとと
もに、少し寂しさも覚えるところで
あります。
　このように今の時期、緑に包まれ、
自然の美しさを感じながらあぜ道を
歩いていると、その田園の持つ魅力
がずっと保たれていってほしいと願
います。そこは人々の心と体を癒し、
忙しさから開放してくれる大切な時
間と空間だから――。
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